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【
第
百
五
十
四
回
本
場
所
十
日
～
千
秋
楽
】

１
２
月
２
５
日
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
十
日
目

と
千
秋
楽
が
開
催
さ
れ
、
混
戦
を
最
後
に
制

し
た
の
は
関
脇
千
代
鈴
だ
っ
た
。

十
日
目
を
終
え
て
８
勝
２
敗
と
し
た
関
脇

千
代
鈴
と
前
頭
七
枚
目
の
鬼
ヶ
嶽
が
千
秋
楽

に
優
勝
を
賭
け
て
直
接
対
戦
し
、
千
代
鈴
が

勝
っ
て
初
優
勝
を
飾
っ
た
。
ま
た
、
場
所
後

中
で
迎
え
た
十
日
目
。

千
代
鈴
は
１
差
で
追
う

３
敗
の
白
閃
光
と
の
関
脇

同
士
の
対
戦
と
な
っ
た
。

白
閃
光
は
３
連
敗
の
ス
タ

ー
ト
と
な
っ
た
が
、
四
日

目
か
ら
６
連
勝
、
横
綱
若

ノ
嶋
、
美
空
富
士
、
大
関

佐
賀
ノ
海
、
鬼
ヶ
嶽
に
勝

っ
て
勢
い
に
乗
っ
て
い
る
。

「
お
客
さ
ん
は
３
敗
で
の

優
勝
決
定
戦
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
る
よ
ね
。
」

と
紙
相
撲
フ
ァ
ン
を
も
味

方
に
つ
け
て
こ
の
一
番
に

勝
っ
て
や
ろ
う
と
意
気
込

む
磯
ノ
海
親
方
。
「
白
閃

光
と
し
て
も
来
場
所
以
降

の
再
大
関
昇
進
に
つ
な
げ

る
た
め
に
は
大
事
な
一
番

だ
よ
ね
。
」
と
鹿
賀
乃
戸
親
方
。

一
方
の
千
代
鈴
は
初
優
勝
、
そ
し
て
大
関
昇
獲
り

が
か
か
る
。
こ
の
日
は
家
族
と
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
団

欒
を
犠
牲
に
し
て
参
加
の
春
日
根
親
方
。
家
族
に
事

情
を
説
明
し
て
納
得
し
て
も
ら
っ
た
上
で
の
参
加
と

の
こ
と
。
そ
れ
だ
け
に
絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
が
、

「
こ
こ
は
何
と
か
勝
た
せ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
ェ

」
と
至
っ
て
冷
静
な
春
日
根
親
方
。

十
日
目
の
取
組
み
を
前
に
し
て
、
朝
日
松
理
事
長

は
「
協
会
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
千
代
鈴
に
２
日
と

も
勝
っ
て
も
ら
っ
て
優
勝
と
大
関
昇
進
と
い
う
結
果

を
望
み
た
い
ね
。
」
と
密
か
に
語
っ
て
い
た
。
注
目
の

に
招
集
さ
れ
た
理
事
会
に
て
、
千
代
鈴
が
満

場
一
致
で
大
関
に
推
挙
さ
れ
た
。

三
賞
は
、
殊
勲
賞
が
若
ノ
嶋
、
美
空
富
士

の
２
横
綱
に
勝
っ
た
関
脇
白
閃
光
が
３
回
目

の
受
賞
、
敢
闘
賞
は
千
秋
楽
に
優
勝
を
賭
け

て
対
戦
し
た
千
代
鈴
（
２
回
目
）
と
鬼
ヶ
嶽

（
３
回
目
）
が
ダ
ブ
ル
受
賞
、
技
能
賞
は
千

代
鈴
が
３
回
目
の
受
賞
と
な
っ
た
。

九
日
目
を
終
え
て
関
脇

千
代
鈴
と
平
幕
の
鬼
ヶ
嶽

が
２
敗
で
優
勝
争
い
の
先

頭
に
立
ち
、
こ
れ
を
３
敗

で
横
綱
若
ノ
嶋
、
美
空
富

士
ら
１
３
人
が
追
う
と
い

う
大
混
戦
と
な
っ
て
い
た
。

先
頭
を
走
る
千
代
鈴
と
鬼

鬼

ヶ
嶽
が
３
敗
と
な
れ
ば
、

か
な
り
の
人
数
で
の
優
勝

決
定
戦
と
な
る
の
は
間
違

い
な
い
と
い
う
大
混
戦
の

優

勝
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↑勝った方が優勝という千代鈴と鬼ヶ嶽の一番。勝てば初優勝と大関昇進

がかかった千代鈴の気迫が圧倒し、一気の寄りで鬼ヶ嶽を圧倒した。

↑春日根部屋４０年来の悲願がついに現実

のものに。春日根親方の目にも涙が。

千秋楽の打ち上げの後、朝日松理事長と

喜びの盃を夜更けまで交わしたとか。


